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【手続補正書】
【提出日】平成20年6月18日(2008.6.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　駆動軸に沿って振動され、感知軸を中心として回転された時にコリオリの力を受ける別
個の感知要素と共に使用するように電子的に構成可能な角速度センサ回路であって、感知
要素へ駆動信号を印加して上記感知要素を駆動軸に沿って振動させる手段と、マイクロコ
ントローラと、上記マイクロコントローラに結合され、外部からプログラム可能なメモリ
と、上記マイクロコントローラ及び上記プログラマブルメモリ内のデータによって制御さ
れる利得を有し、感知要素からのコリオリ誘起アナログ速度信号のレベルを増加させる増
幅器と、上記速度信号をデジタル信号に変換するアナログ・デジタルコンバータと、上記
マイクロコントローラ及び上記プログラマブルメモリ内のデータによって制御され、上記
デジタル信号を調整及び／または較正する手段とを含むことを特徴とする速度センサ回路
。
【請求項２】
　上記マイクロコントローラ及び上記プログラマブルメモリ内に格納されているデータに
よって制御される帯域幅を有し、上記感知要素からの信号を濾波するフィルタを含むこと
を特徴とする請求項１に記載の速度センサ回路。
【請求項３】
　上記感知要素のための駆動信号を供給する発振器と、上記発振器から導出された参照信
号を用いて上記感知要素からの速度信号を復調する復調器と、上記プログラマブルメモリ
内に格納されているデータに従って構成され、上記参照信号と上記感知要素の振動との間
の位相関係を調整する手段とを含む請求項１に記載の速度センサ回路。
【請求項４】
　上記プログラマブルメモリ内に格納されているデータに従って構成され、上記回路内の
障害を検出する手段を含むことを特徴とする請求項１に記載の速度センサ回路。
【請求項５】
　上記プログラマブルメモリ内に格納されているデータによって制御され、障害の検出に
応答して、エラーの指示が上記回路からの疑わしい速度信号と共に送出されるソフトエラ
ーフラグ、及び上記速度信号が中断されるハードエラーフラグをセットする手段を含むこ
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とを特徴とする請求項４に記載の速度センサ回路。
【請求項６】
　別個の感知要素と共に使用する角速度センサ回路を構成する方法であって、感知要素へ
駆動信号を印加して上記感知要素を駆動軸に沿って振動させるステップと、上記感知要素
が発生するコリオリ誘起アナログ速度信号のレベルを増幅器を用いて増加させるステップ
と、上記アナログ速度信号をデジタル信号に変換するステップと、外部からプログラム可
能なメモリが結合されているマイクロコントローラを用いて上記増幅器の利得を設定する
ステップと、上記マイクロコントローラを用いて上記デジタル信号を調整及び／または較
正するステップと、上記メモリを外部からプログラムして上記増幅器の利得及び上記デジ
タル信号の調整及び／または較正を制御するステップとを含むことを特徴とする方法。
【請求項７】
　フィルタを用いて上記感知要素からの信号を濾波するステップと、上記外部からプログ
ラム可能なメモリ内に格納されているデータに従って上記フィルタの帯域幅を制御するス
テップとを含むことを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　発振器を用いて上記感知要素のための駆動信号を供給するステップと、上記発振器から
導出された参照信号を用いて上記感知要素からの速度信号を復調するステップと、上記プ
ログラマブルメモリ内に格納されているデータに従って上記参照信号と上記感知要素の振
動との間の位相関係を調整するステップとを含む請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　上記プログラマブルメモリ内に格納されているデータに従って上記回路内の障害を検出
するステップを含むことを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項１０】
　障害が検出された時、エラーの指示が上記回路からの疑わしい速度信号と共に送出され
るソフトエラーフラグ、及び上記速度信号が中断されるハードエラーフラグをセットする
ステップを含むことを特徴とする請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　上記エラーフラグのセッティングは、上記プログラマブルメモリ内のデータによって制
御されることを特徴とする請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　角速度センサであって、駆動軸に沿って振動され、感知軸を中心として回転された時に
コリオリの力を受ける感知要素と、マイクロコントローラと、上記マイクロコントローラ
に結合され、外部からプログラム可能なメモリと、上記感知要素のための駆動信号を供給
する発振器と、上記プログラマブルメモリによって制御される利得を有し、上記感知要素
からの速度信号のレベルを増加させる増幅器と、上記速度信号をデジタル信号に変換する
アナログ・デジタルコンバータと、上記発振器から導出された参照信号を用いて上記デジ
タル速度信号を復調する手段と、上記プログラマブルメモリによって制御され、上記参照
信号の位相を調整する手段と、上記プログラマブルメモリによって制御される帯域幅を有
し、上記デジタル信号を濾波するフィルタと、上記マイクロコントローラ及び上記プログ
ラマブルメモリによって制御され、上記速度信号に対応する出力信号を供給する手段とを
含むことを特徴とする速度センサ。
【請求項１３】
　上記出力信号を供給する手段は、直列周辺インタフェースを含むことを特徴とする請求
項１２に記載の速度センサ。
【請求項１４】
　上記出力信号を供給する手段は、デジタル・アナログコンバータを含むことを特徴とす
る請求項１２に記載の速度センサ。
【請求項１５】
　障害を検出するように上記プログラマブルメモリによって構成される手段を含むことを
特徴とする請求項１２に記載の速度センサ。
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【請求項１６】
　上記プログラマブルメモリ内に格納されているデータによって制御され、障害の検出に
応答して、エラーの指示が上記回路からの疑わしい速度信号と共に送出されるソフトエラ
ーフラグ、及び上記速度信号が中断されるハードエラーフラグをセットする手段を含むこ
とを特徴とする請求項１５に記載の速度センサ。
【請求項１７】
　角速度を感知する方法であって、発振器を用いて感知要素へ駆動信号を印加して上記感
知要素を駆動軸に沿って振動させるステップと、プログラマブルメモリによって制御され
る利得を有する増幅器を用いて上記感知要素が発生するコリオリ誘起速度信号を増幅する
ステップと、上記速度信号をデジタル信号に変換するステップと、上記発振器から導出さ
れた参照信号を用いて上記デジタル信号を復調するステップと、上記プログラマブルメモ
リ内に格納されている情報に従って上記参照信号の位相を調整するステップと、上記プロ
グラマブルメモリによって制御される帯域幅を有するフィルタによって上記デジタル信号
を濾波するステップと、上記復調され、濾波された速度信号に対応する出力信号を供給す
るステップとを含むことを特徴とする方法。
【請求項１８】
　上記出力信号は、上記プログラマブルメモリによって制御される直列周辺インタフェー
スから供給されることを特徴とする請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　上記出力信号は、デジタル・アナログコンバータから供給されることを特徴とする請求
項１７に記載の方法。
【請求項２０】
　上記プログラマブルメモリ内に格納されている情報に従って障害を検出するステップを
含むことを特徴とする請求項１７に記載の方法。
【請求項２１】
　障害が検出された時、エラーの指示が、疑わしい速度信号と共に送出されるソフトエラ
ーフラグ、及び上記速度信号が中断されるハードエラーフラグをセットする手段を含むこ
とを特徴とする請求項２０に記載の方法。
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